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第 214 回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和６年２月 16 日（金） 

 

２ 開催日時        令和６年３月８日（金） 14 時 00 分 

 

 ３ 開催場所        新潟県水産会館２階大会議室 

新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 

 ４ 出席者 

  定数 15 名 

新潟海区漁業調整委員会委員（11 名出席） 

土屋貞男、渡邊廣吉、磯谷光一、石井正門、葛西澄人、神田義信、 

菊池弘之、本間勉、脇坂三重城、若杉玉二、高橋千洋 

新潟県農林水産部水産課 

渡辺副参事（調整係）、内田主査（調整係）、緒方主任（資源対策係） 

新潟海区漁業調整委員会事務局 

河村書記長、渡邉主査、近主事 

 

    

 ５ 議 題 

（１）くろまぐろ、するめいか及びすけとうだらの知事管理漁獲可能量の当初

配分について 
（２）令和６年知事許可漁業許可について 

①令和６年知事許可漁業の許可の制限措置について（諮問） 
   ②令和６年知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間につい

て（諮問） 
（３）くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 
（４）その他 
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６ 会議の顛末 

（14：00） 

事務局 

（渡邉） 

 

土屋会長 

 

事務局 

（渡邉） 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

   

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

土屋会長 

 

 

緒方主任 

 

土屋会長 

 

 

脇坂委員 

・定刻となりましたので、ただいまより第 214 回新潟海区漁業調整

委員会を開催します。 

・はじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・本日は、11 名の委員が出席されておりますので、委員会事務規程

第６条の規定により、この委員会が成立することを報告します。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第 214 回新潟海区漁業調整委員会を開会します。 

・それでは、議事に入る前に私の方から議事録署名人を指名さ 

せていただいてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、石井委員、葛西委員にお願いします。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「くろまぐろ、するめいか及びすけとうだらの知事管

理漁獲可能量の当初配分について」知事からの諮問事項です。 

・県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（１）について説明がありましたが、ご意見、ご

質問はありませんでしょうか。 

 

・マグロに関して、これは決まったことで仕方のないことですが、
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渡辺副参事 

 

 

 

脇坂委員 

 

渡辺副参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

脇坂委員 

 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

 

 

 

 

最近若い漁業者からたくさんマグロがいるのだから、いくらか取

らせてほしいと言われます。私から国の制度により今の段階では

ちょっと難しいと返答はしているのですが、毎年同じことを言わ

れるのも嫌だし、我々としても枠がどれくらいあるのかわからな

いですが、もう少し取られるような形でどうにか進めてもらいた

いという気持ちはあるんです。 

 若い漁業者も様々な工夫をして色々なことを考えてやってきて

いるので、何とかなりませんでしょうか。 

 

・これは量の問題というよりは、承認の問題となります。今は漁業

者の皆様も承認を持っていないとマグロを取ってはならないと

いうことになっています。 

 

・では、その承認の申請を出せばできるのですか。 

 

・これについては新規承認者を増やすなと国から指導がありまし

て、例えば廃業される方がいれば、新規の方が入れるというよう

に常に一定の承認の数を保っています。ただ、２年に一度承認者

の見直しを行っているので、その際に国の方へ新規でやりたい人

がいると伝えることはできます。 

 また、国で TAC の上限も決めているので、承認数は県の裁量で決

めてくれなどの対応を示してくれれば、こちらとしても新規承認

の受け入れを考えることができると思います。 

 

・内容については、理解しました。ただ、我々は遊漁とかの遊びで

はなくて、漁民として生活のためにお願いをしているのであって、

生活をして生きていくために、なんで魚を取らせてくれないんだ

という疑問があります。遊漁船なんかはいくら釣ったなどという

噂が入ってくるんです。それはそれとしても、納得できないよう

な感じを受けますけれど。 

 

・国際的な約束もあり、全体的な枠が決められているため基本的に

は採る量を増やさないということなっています。ただ、資源量も

回復傾向であるため、今後枠を増やすようなことも考えられま

す。その際に、承認の数も増やしてもらえないかと話を挙げてい

くことには当然なるかと思います。 
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脇坂委員 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

土屋会長 

 

 

内田主査 

近主事 

 

土屋会長 

 

 

菊池委員 

 

 

 

内田主査 

・今後は遊漁等と考えを切り離して進めてもらえればと思います。

ひとつよろしくお願いします。 

 

・マグロに関しては、漁業者からだいぶ不満があることは県も承知

しているかと思います。前回も色々と議論がありましたが、遊漁

者は採れる量は決まっているけれども、１日１本は誰でも釣れる

のに対し、漁業者は承認持っている人しか取れないこととなって

います。ここらへん脇坂さんが不思議に思われている箇所かと思

います。これについては海区でも議論をしていきますし、県の方

でも国との意見交換の場で申し出をお願いしたいと思います。 

・他に意見等ないようですので、原案どおりで差し支えないことと

してよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（１）については、原案どおりとして差し支えない

旨、知事へ答申することとします。 

・続いて、議題（２）「令和６年知事許可漁業許可について」は、

知事から諮問事項が２つあります。まず、県から諮問をお願いし

ます。 

 

［諮問文①～②を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、議題（２）について説明をお願いします。 

 

[資料３に基づき説明] 

 

 

・ただいま、議題（２）について説明がありましたが、ご意見、ご

質問はありませんでしょうか。 

 

・諮問事項１の制限措置の変更についてなのですが、昔の漁協単位

でやっていたものについて、今回旧赤泊地区以外で承継者がいる

ため、住所要件を拡大するという話ですよね。 

 

・はい、県の方で南蛮えびの IQ 制度を導入するにあたり、赤泊支所
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菊池委員 

 

 

 

内田主査 

 

 

 

 

 

磯谷委員 

 

 

 

内田主査 

 

 

 

 

 

菊池委員 

 

 

磯谷委員 

 

 

渡辺副参事 

 

土屋会長 

の漁業者を IQ 管理の対象としていたので、その当時は赤泊支所の

漁業者の皆さんが赤泊地区内に住所を有していたので、狭い住所

要件にしていました。ところが今回たまたま承継される方が、少

し遠い地域である旧赤泊村から外れた旧小木町のところに住んで

いたため、住所要件だけ追加しました。赤泊支所で漁業をやって

いる方々がしっかりと漁業を継続できるように、佐渡市の赤泊地

区内を主たる根拠地とするという表記も追加しました。 

 

・基本的に地元の調整が取れて上がってきたということでいいです

か。あくまで小木に住所を有する人がいて、その人がやりたいと

いうことですよね。 

 

・地元と他のえびかご漁業者ともしっかり話をしていただいて了承

も得ています。今回承継元のえびかご漁業者がそろそろ代替わり

しようかとなった際に、承継者の住所がたまたま離れていたとい

うことで、漁協の所属も船も変わらないで、船頭さんだけ変わる

ということになるので実態は変わらないということになります。 

 

・佐渡市赤泊地区を主たる根拠地とするとなっていれば、あえて赤

泊や小木と書く必要はないのかなという気もします。今後またこ

のようなことがあると増やさないといけなくなるのでは。 

 

・そうですね。ただ、今回直したのは許可方針にいくつかの漁業種

類で記載されているので、そこに今回は合わせています。将来的

には、それこそ赤泊と小木の間に羽茂があったりしますので、そ

の辺を今後調整するとして、今回は使う人に分かりやすいように

一旦このかたちにすることとなりました。 

 

・この表現でないと昔から権利を持っている人が納得しないと思う

ので、表現としては今の時点ではこれでいいのかなと思います。 

 

・上越地区を根拠地とする固定式刺し網については、上越漁協地先

まで入るという認識でいいですか。 

 

・そうなります。 

 

・あまだいこぎ刺し網漁業許可についても、関係地区の委員の皆さ
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本間委員 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

緒方主任 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（渡邊） 

 

 

土屋会長 

 

 

んからご意見ありますでしょうか。 

 

・新潟と岩船で場所を決めてやっているので問題はないかと思いま

す。ただ、問題あるとすれば時間ですかね。 

 

・新規許可については事前にそれぞれの地区にお話があり、一応県

でも確認しているとのことなのでよろしいかと思います。 

 小型いか釣りの申請期間の設定に関しても、許可の延長について

は説明のとおり県内漁業者も該当する部分があるとのことです

が、一応確認したということで今回は県外のいか釣りのみで設定

することとなります。 

・他に意見等ないようですので、原案どおりで差し支えないことと

してよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは、原案のどおりとして差し支えない旨、知事へ答申する

こととします。 

・続いて、議題（３）「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更に

ついて」県から報告をお願いします。 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

・ただいま、報告がありましたが、ご意見、ご質問はありませんで

しょうか。今年もまたこのような形で、変更があればその都度ま

た報告していただくということでよろしくお願いします。 

・他に意見等ないようですので、議題（３）について終わります。 

・続いて、議題（４）「その他」ですが、事務局から何かあり 

ますか。 

 

[第 43 回日本海・九州西広域漁業調整委員会議事結果の報告] 

[第 213 回新潟海区漁業調整委員会議題（４）「適格性の喪失等に

よる許可等の取消し等について」の補足説明] 

 

・ただいま事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問はあり

ませんでしょうか。 
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菊池委員 

 

 

渡邊主査 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

磯谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

河村課長 

・遊漁船業者の検挙事例について、どういった違反で発見されてど

のような処分が下った等わかりますか。 

 

・他県の例については承知していません。本県の例については、遊

漁船業者がお客さんにおそらく釣りをさせていたんだろうという

ところなのですが、帰港した際に、採捕禁止期間中であるにも関

わらず小型魚、大型魚含めてマグロを５匹積んでおり、広域漁業

調整委員会指示違反ということで捕まっています。 

 その後、新潟漁業調整事務所に報告が上がり、広域漁業調整委員

会から指導文書が出されたということになりました。 

 

・意見等ないようですので、続いて委員の皆様から何かありますで

しょうか。 

 

・雌のズワイガニについて、今のところ規制はないですが今年は非

常に小さい個体が多いです。我々としても、将来的に考えて何か

しら大きさ又は赤子で規制をするのか、試験研究機関に対してど

のような手段が有効か調査をお願いしたいと思っています。 

・また、県立海洋高校がノドグロの稚魚 5000 魚ほどを放流したいが、

放流の仕方が分からないという話がありました。来年以降も継続

するとのことなので、そこらへん良い方法があれば調べていただ

きたいと思っているとともに、ノドグロをより大きく育てたいが

お金がないとのことなので、何かしら援助も検討していただきた

いと思います。 

 

・私も市場にて雌のズワイガニの小さい個体を見ましたが、ただ雌

ガニは既に子を持って成熟したものについてはこれ以上脱皮しな

いので、保護してもそれ以上大きくなることはありません。 

赤子は採ってしまうと産卵できなくなってしまうので、赤子を取

らないという保護については他県でも例があるように、有効な手

段かなと思います。これについては、水産海洋研究所をに相談し

ながらするといいかなと思います。 

 

・私からも小さいのが目立つので、何か規制したほうがいいなと思

っていましたので、そこら辺よろしくお願いします。 

 

・海洋高校の放流の方法については、富山県が既に種苗放流してい
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脇坂委員 

 

磯谷委員 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

る実績があるとのことです。 

 

・稚魚はどう育てているのですか。 

 

・去年の秋に刺し網組合で採ってきたものを交配させて、ふ化させ

て３センチほどに成長しています。全国の海洋高校では初の試み

だし、他でも近畿大学あたりでしかやっていないのではないでし

ょうか。 

・せっかく海洋高校が頑張ってやってくれたので、ちょっとでも有

効に活用できればということで、よろしくお願いします。 

 

・他にないようでしたら、本日予定しておりました議題について審

議を終了しましたので、これにて第 214 回新潟海区漁業調整委員

会は、終了とさせて頂きます。 

 

終了：15:30 

 

 

 

 

 

 

 

 


